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資料 1-1

1.これまでの動向

平成 22年

4月

ICD-11改 訂に関する動向について

内科TAG対面 :日本)

内科丁AG消化器ワーキンググループ対面会議 (於 :日本)

6月

9月

0月

1月

2.今後の予定

12月

生活機能分類ク
゛
肝プ 中間年次会議 (於 :スペイン)

TAG対面 (於 :フ ランス )

改訂 (RSG)、 1 2 (方ミ:WHO)

―FICネ ットワーク年次会議 (於 :カナダ)

国内内科TAG検討会

国内腫瘍丁AG検討会

第 10回社会保障審議会統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員会

2回WHO伝 議 (於 :東京)

枠  WHO側 の取り組み



資料 1-2-1

Internal Medicine ttAGの状況について

(第 9回 ICD専門委員会以降)

1. 内科 丁AG国際会議の開催

・第 3回 内科 TAG国際会議 2010年 4月 7日 ～8日

於 :東京国際フォーラム (協力 :日本内科学会 )

2.各WGの 進捗状況

① 腎臓臓WG
② 循環器WG
③ 呼吸器WG
④ 消化器、肝口胆
⑤ 血液WG
⑥ 内分泌WG
⑦ リウマチWG

資料11-卜 l①

資料 1-2-l②

口頭報告
口膵WG : 口頭報告
口頭報告

資料 1-2-l⑥

資料 1-2-l⑦
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資料1-2-l①

ICD-II revision, Renal Working Group(Renal WG), in Internal Medicine TAG

日本医科大学 飯野 靖彦

IM‐TAGの WGの 一つである Renal WGは、腎疾患 (主 として N分類の分野)の改訂を

行っている。Co‐chairpersOnと して、飯野靖彦とボス トンの Lesley Stevensが任命され、

日本の厚労省とアメリカの Kidney Foundationの援助を受けながら活動を行っている。

活動内容 (2010年 )

1)毎月 1回の Renal WGの電話会議。        
°

2)ア メリカ腎臓学会 (ASN in Denver)期 間中の検討会開催

(2010年 11月 20日 、 3時間)。

3)変更案のWHOへ の提案。

変更案の主な内容は、AKD(AKI)と CЮ の組み込み、糸球体腎炎疾患名の整理、

腎移植の合併症の組み込み、のう胞腎の分類、腎形態変化分類の整理、電解質異常の

組み込み (Na、 K、 P、 Ca― 特に CKD一MBDを 新たに設ける)、 な どの検討を行つて

いる。



資料1-2-l②

【循環器】「ICD-11循環器実務ワーキンググルニプ」参加学会一覧

学会名          氏名 (敬称略 )  所属名

日本心エコー図学会        赤石 誠       北里研究所病院 循環器内科

瀬尾 由広      筑波大学大学院人間総合科学研究科 循環器内科

日本血管外科学会        小櫃 由樹生     東京医科大学病院

日本心血管インターヘ
・
ンション治療学会  中村 正人      東邦大学医療センター大橋病院

石綿 清雄      虎の門病院

原 和弘       三井記念病院

日本心臓病学会         佐藤 徹       杏林大学医学部 循環器内科

谷口 貢       近畿大学医学部附属病院 循環器内科

波多野 将      東京大学 循環器内科

日本脈管学会 宮田 哲郎      東京大学 ,血管外科

日本高血圧学会         今泉 勉       久留米大学医学部 心臓・血管内科

植田 真―郎     琉球大学大学院医学研究科 臨床薬理学

甲斐 久史      久留米大学医学部 心臓・血管内科部門

日本心臓血管外科学会      横山 斉       福島県立医科大学 心臓血管外科

日本動脈硬化学会        多田 紀夫      東京慈恵会医科大学附属柏病院 総合診療部

日本不整脈学会         松本 万夫      埼玉医科大学国際医療センター 心臓内科

村川 裕二      帝京大学医学部附属溝口病院 第四内科

日本心電学会          加藤 貴雄      日本医科大学附属病院

杉 薫        東邦大学医療センター大橋病院

日本胸部外科学会        塩野 元美      日本大学板橋病院 外科学講座外科二部門

日本超音波医学会        尾辻 豊       産業医科大学 第二内科

増山 理       兵庫医科大学 循環器内科

日本心不全学会         北風 政史      国立循環器病研究センター

朝倉 正紀      国立循環器病研究センター

朝野 仁裕      大阪大学大学院医学系研究科 先進心血管治療学

日本循環器学会         高村 雅之      金沢大学附属病院 循環器内科

神谷 香―郎     名古屋大学環境医学研究所

尾辻 豊       産業医科大学 第二内科



下記の分類はオリジナルのICD10でなく、構造改訂案_100828 pdfの 分類に基づいております
Disease Of arLeries,arterioles,and cali!lary

Disease of veins,lymphatic vessels and lymph nodes,nOt elsewhere classined

日本心臓血管外科学会
日本胸部外科学会
日本動脈硬化学会

日本脈 管学会

日本血管外科学会

Hypertensive diseases

HypotensiOn                           .

日本高血圧学会

Ischemic heart diseases

日本心血管インターベンション治療学会

Pericarditis

Endocarditis

Valvular heart diseases

日本心エコー図学会                   ‐

日本超音波医学会

Pulrnonary heart disease ahd diseases Of puirnonary circu!ation

日本心臓病学会

Arrhythmias

日本不整脈学会

日本心電学会

Diseases Of the myocardium

Heart fai!ure

日本心不全学会

Other forms Of heart disease

日本循環器学会



資料1=2-l⑥

Progress Repod form TAG Endocrine and Metabolism

1.  Christopher Saudek先生(co‐chairperson)の 辞任

本年4月 の内科TAG対面会議後に体調を崩され、残念ながら本年10月 8日 ご逝去さ
れた。

2.TAG Rare DiseaseSと のTeleconference

2010年 8月 25日 、TAG Rare Diseasesの Segolene Ayme博士、Ana Rath博士を交

えて、Rare diseasesと Endocrinologyの オーバーラップに関する対処方針を協議 し

た。Rare Disease TAGからの提案が既に行われ、iCATに反映されているため、そ

れを土台としてplatfOrmで個々の議論を行 うことで一致した。

3.α ドラフ トの進捗状況
TAG Endocrine/Metabolismの メンバーに、 ドラフ ト案を投げかけている。
基本的な構造は(ICD‐ 10に準拠する形が望ましい。

4.今後の活動
早急にCo‐chairpersOnお よびEditorial Managerの 人選を行い、体制整備する。

島津 章

(内分泌代謝分野 TAG)



資料1-2-l⑦

第 10回社会保障審議会統計分化会疾病、傷害及び死因分類専門委員会
WHOに よる ICD-10改 訂 (ICD-11作成)について
Rheumat010g,WGか らの進捗報告

4 内科 Topic Ad宙 sory G「 oup国際会議
平成 22年 4月 7日 ～4月 8日 東京国際フォーラム で開催された。RhOumatologyの 委

員長として針谷が参加し、討議した。Rheumtt010gy WGのそれまでの活動内容、平成
22年度のねce― to― face mOe● ngの予定について報告した。

5 Rheumatology WG会 議 その 1
1.Rlleumaoby WGと しての意見を討議するべく、2010年 6月 の欧州リウマチ学会期
間中にローマにて、facc― to―ねce meedngが 開催された。

2.dpha dranを 討議し、大幅に改訂した。議長の Kay教授からWHOにその結果を送
付し、iCATに反映された。

3 Rheumatology WG会 議 その 2
1.さ らに Jpha_dratの 内容を検討するべく、2010年 H月 の米国リウマチ学会期間中
にア トランタにて、face― to―facё meёungが開催された。

2.改訂内容を、議長の Kり 教授からWHOに送付する予定である。
4.問題点        ‐

1.WGの 活動を支えるためには、米国リウマチ学会、欧州リウマチ学会、日本リウマ
チ学会からの資金提供が必要である。Kay教授は昨年来、WHOにそれぞれの学会
理事会に対して ICD―H改訂の提案書および資金提供の公式依頼文を送るように申
し入れているが、lVHoは全く対応する気配がない。資金提供がなければ、WOと
しての活動をこれ以上継続することが困難な状況にある。WHOに公式依頼文を送
るように内科 TAGと してご対応頂ければ大変有り難いと考えている。
2.WGと しての提案内容が全て icATに反映されているわけではない。しかし、この
点に関して、WGには全くフィー ドバック (反映できない理由、どうすれば反映さ
せられるのか)されていない。Managing ed■ orの一時不在もこれには強く関係して

いると思われ る。

以上

厚生労働省国際 ワーキンググループ協力員 (beumatology)

厚生労働省社会保障審議会専門委員 (厚生労働省国際疾病分類専門委員)

WHO Rheumatology WOrking Group membeL Intemal Medicine Topic Ad宙 sory Board forthe

revision toward ICD-11

東京医科歯科大学薬害監視学講座

針谷正祥       ‐



資料 1-2-2

筋骨格系 TAG活動報告 (平成 22年度前期)

専門委員 (日 本整形外科学会) 望月 一男

(1)日 本整形外科学会における今年度の新体制

望月の後任の日整会 ICD-11検討委員会委員長は加藤真介先生 (徳島大)が、石名田専門
委員の後任の厚生労働省「疾病、傷害及び死因分類専門委員会」専門委員は望月が就任 した。

(2)筋骨格系 TAGにおけるアルファドラフ ト確定までの現況

総合的に判断するとMuscu10-skeletal TAGか らWHOに対して本年 5月 に提出された案は、

旦本整形外科学会が作った素案が元になっているようである∩

しかし、 8つの WOrk Groupの 中には activityの乏 しい WGが 2～3存在するため、MSK
TAG,Chairで ある Martin Sundberg(ス ウェーデン)は、WGの Headの更迭を含めた MSK TAG
の組織改編を意図 して、Co一chairである清水克時委員を通 じて 日本整形外科学会に協力を

要請 した。

これに対する日整会の対応は以下の通 りである。

1)MSK TAGは WHOの承認を得た Internationalな活動団体であるため、組織編成は地
域のバランスを極力維持すべきであり、日本による一国が突出した形態では WHOか ら

の信用を損ねる恐れが生 じる。この観点から、時間をかけても WGの Headは地域性を

考慮 した、学問的にも世界的に高名な人材による編成が堅持 されるべきである。

2)各 WGの実働部隊としての協力は、これまで通 り日整会は協力体制を維持する。
3)第 3回対面会議 (11/1314,1/1517:ロ ンドン)には清水委員の他に加藤委員長を
オブザーバーとして派遣する。今後必要性が生 じた場合は、WGの実働を担っている
人材の会議への参加も検討 している。

(3)過去の経緯からしても、今後、12週間以内に対応しなければいけない事態が発生す
ることが予測される。このような際には、MsETAGに関連 したことは清水委員を中心に、
その他の件については里見和彦担当理事、望月専門委員、加藤委員長を中心に対応するこ

ととした。

以上



資料 1-2二 3

「精神と行動の障害」AGの報告

第 10回社会保障審議会統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員会委員

東京医科大学精神医学講座

飯森員喜雄

第 9回社会保障審議会統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員会以降の活動状況

は下記の 1～ 4。

l   lnternational Advisory Group for the RevisiOn of ICD二 10 Mental and BehaviOral

Disorders(AG)は平成 22年 6月 21日 ～22日 に開催 され、現行の FO～ F9の大枠を

どのようにすべきかについて主に討議された。座長の Hyman教授から草案が提出さ

れ活発な討議がなされたが、継続審議となった。

2 AGの下部組織である Formative Field Study C00rdinating Group(FFSCG)で は、
前回報告 した 「Study Aお よび B」 とい う(精神分野の改訂の主たる日標である
Clinical Utilityの 向上に向けた調査・研究が行われている。 このグルァプには、

日本をはじめ、メキシヨ、米国、ブラジル、フランス、スペイン、ナイジェリア、

中国、インドの 9ヶ 国が含まれ、Study Aお よび Bは今年末で終了する。日本では
WHOか ら与えられた目標値には既に達している。

3 より高度な専門性が要求される分野として、「精神病性障害」「児童および思春期の
精神障害」「知的および学習障害」「パーソナリティ障害」「物質関連障害」および「プ

ライマリケア」の 5つのワーキング・グループが活動しているが (前回の本委員会

で報告)、 このうち「精神病性障害」の第 1国会議が平成 22年 5月 10日 ～11日 に

ディッセル ドルフで開催され、FFSCGを代表して丸田が参力日した。

4 WHOが世界精神医学会 (WPA)と 協力して ICD 10の使用状況や問題点について Web

調査を開始した (WttO WPA Survey)。 これに伴い、日本精神神経学会の ICD-11委員会

および国際委員会が協力して日本語版を作成し、学会員の中からat randomにまず

500名 を選んで調査へめ要請を行い、既に回答が始まっている。

次回の AG会議は平成 23年 2月 23日 ～24日 にWHO本 部で開催予定である。

以上
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眼科 TAG進捗状況報告
l艮科 TAG Co― Chair

柏井 聡

(国際眼科会議 ICD-11作業部会長)

1.第 2回眼科 TAG対面会議:2009年 5月 4日 1230-17Ю 0

米国フロリ|ダ州フォー ト・ロダーデール市 The Hyatt Place Fo■ Lauderdac

宙a Conference call:Dr.Robert洗 よob(WHO)

討論事項

1,Thc lssuc of Hierarchy/Catcgorization:

2.Avoiding Ovcrlap:

3.Editing Managcr:

4.Integration with SNOMED/Other Classiflcation Systems

5.Intcgration Global Burden of Discasc(GBD)

2.i―CAPIP:2009年 9月 22日 -10月 2日   ′

スイス国ジュネーブ WHO本部
眼科 TAG代表 :柏井 聡 参加

3。 第 3回眼科 TAG対面会議2009年 lo月 26日 13:00-16:00

米国カリフォルニア州サンフランシスコ Interconinental Hotd San Franё cヽo

宙a Skype:Dr.Robert Jakob(WHO)

卜CAT Platforlnの 操作法の実践的 トレーニング

Stanford Biomedical Research Tcarn:Dr Samson Tu,Ms.」en Vendetti

4.第 1回 WHO一眼科 TAG対面会議 :2009年 H月 16日 ～18日
スイス国ジュネーブ WHO本 部

合意事項

1.Structure ofthe Ophthalinology section

2.E)isorders vs.E)isettes

3.Multiple diagnoses

4.Anatomical v§ .Functional Categories

5.Overlap of categories

6.Right vs.Lct

7.Ettpanded Hierarchy(ThC Ophthalmology Tcmplatc forICD-11)

8.Primary Health Carc Usages

9.Timeline



5。 第 4回眼科対面会議:2010年 5月 2日 6:3018:30aln

米国フロリダ州フォー ト・ロダーデール市 BrOward Convenion Center

宙a Conference Call:Dr.Robert Jakob(WHO)

1.ICD-1lJpha眼 科の最終構造(HtraCh"の 決定

2.Overlaps lssues

l・ MultiplC parcnting:

―Diabetic retinopathy

―Grave's ophthalinopathy                                  l

2.Collgenital malforlnations(Chapter 17)

3.Oncology

4.Trauma

6.第 5回眼科対面会議:2010年 6月 7日 8ЮO～ 10Ю0

ドイツ国ベル リン Intemational COnvention Center

via Skype:Dr RobertJakOb(WHO)

1.卜CATシステムの操作デモ
‐  2.Dζ order ofVヽuJ Func● Ol■ingの概略の決定
3.ICD-11の COding Connictについて眼科 TAGか ら以下の提言を行 う。

The TAG for Ophthalm010gy strongly rccOmmends that the WHO develop

unifom guidelines about the preferred rcsolution of coding conflicts for the

.     cntire ICD and that a10cation of health resources should be a prilnary

consideration in deciding in、 vhich chapter entities should bc coded:.

7.卜CAMP-2お よび RSG会議 :2010年 9月 27日 ～10月 1日

スイス国ジュネーブ WHO本部
眼科 TAG代表 :柏井 聡、August Cobnbrander参 加

8.第 6回眼科 TAG対面会議 :2olo年 10月 17日 15ЮO～ 17Ю 0

米国イ リノイ州シカゴ:Hyatt Regency McCormick Place

合意事項

1.2011年 6月 ジュネーブで開催予定の欧州 l艮科学会 (SOE)―米国眼科アカデ ミー

(AAO)合同学会で眼科 ICD-1l β版を WHOの協力で公開する。
2.2010年 12月 中に各作業班(Working Groups)は 、ICD-1l αの眼科の章のそれぞれの担

当領域の構造(HtrarCh分 を提案 した構造に訂正する。

4.2011年 3月 中に定義を中心に Content Modelの 最小限の必要事項 1.Tide,2.

Classiflcation properties,3.Deflnition/Tenns if necessary7 4.Body structure,5.Temporal

pronLs cfapplためb),and 6.Seve五 けを入力する。
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伝統医学の ICD-11への導入に向けた最近の動向について

慶応義塾大学漢方医学センター長

渡辺 賢治

1.これまでの動き

O ICD-11への改訂に関する議論をとりまとめる WHOの改訂運営会議 (Rcvision
Steering CrOup:RSG)の 下に伝統医学に関する分野別専門部会(Technical Advisory Group

on Traditional Mcdidne:TAG― TM)が所属しており (別添参照)、 この部会を中心に伝
統医学の ICD… 11への導入に関する議論が進められている。

O TAG¨TMに対 して助言を行う PAG(PraectAdvisory Group)は 、12名 の委員より構
成され、うち 2名が日本人の専門家。2010年 5月 に第 1回 PAG及び TAG対面会議が

開催 された。

2.今後の予定

○ 本年 12月 に第 2回 PAG及び TAG対面会議を東京で開催し、パターン (「証」)と
診断に関するコンテントモデルの骨格について検討する。治療に関するコンテントモ

デルは現在作成中。

0 20H年 5月 までに、パターン (「証」)と診断及び治療に関するコンテントモデルヘ
の入力を終了し、ICD-11第 23章に導入されることを前提としたαドラフトを完成さ

せる。

0 2014年 5月 までに、フィール ド試験等を通して、実践的な知見を集め、ICD-11の
一部として分類を完成させる。

(参考)今後予定されている会合

期 日 場所 議題

2010.11

2010.12

2011.2

2011.3

Uppsala

Tokyo

Manila

Hong Kong

薬物動態、治療について

分類、定義等について/プ レスリリース

治療について

全体会合、αドラフトの完成



図 l ICTM会議検討組織
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皮膚科 TAGの活動報告にういて

統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員

日本医科大学 幸野 健

皮膚科領域においては、webの iCATホームページ所載の編集システムを用

いて、各国委員により積極的に ICD‐ 11アルファ版の改定作業が行われている。

本年度は悪性腫瘍 (特に悪性黒色腫と基底細胞癌 )、 リンパ腫、皮膚感染症の部

分の改定が行われ、他領域との連携も図られている。国際委員によるアルファ

版について年内に日本皮膚科学会理事会委員に意見を求め、国際委員に報告の

予定で ある。 また、来年 5月 に ソウル で行 われ る World Congress of

Dermatologyに おいて各国委員が研究会をもつ予定となっており、アルファ版

に関する調整が行われる予定である。



外因 TAGの活動報告について

統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員

市立堺病院 横田 順一朗

(日本救急医学会理事)

(日本外傷学会代表理事)

外因 TAGのメーリングリス トでは External cause(Π 章相当)の下部について討議が

行われている。外傷疫学上の課題が中心である。 しかし、XIX章にあたる外因の影響 (損

傷の標記)については議論の対象 とはなっていない。

外因 TAG座長の Prof」ames Harrison(MD)に は、行岡哲男国際協力員 (外因 TAGメ ー

リンググループ :東京医科大学病院長)および西オース トラリア大学東平日出夫先生 (2

年前よりDr.Harrisonと接触)により、XIX章の改訂に対する進捗状況を問い合わせてい

るが、具体的な回答が得られていない。

以上の状況を鑑み、行岡国際協力員 と協議の結果、XIX章に関しては日本救急医学会で

進めてきた研究成果を直接 PrOf」ames Harrisonに提言するか、または別に外傷の TAG設

立を要請 した方がよいのではないかとのことになった。

現在、日本救急医学会 ICD改訂改正検討特別委員で ICD‐ 10晨IS2008のマッピングテー

ブルを基に改定案の策定を進めている。近々、まとまる予定である。

資料 1‐ 2-7
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Neoplasm TAG第 1回 Meeing報告

2010/9/13 PM～9/14 AM&PM (9/14PMは 欠席)@IARC tton,France

議長    Max Parkin(イ ギリス・元 IARC部長)、 事務局 :Mary Heanue(IARC)

メンバー   Ulrich vttel(ドイツ)、 Rtta C.Dash(ア メリカ)、 Luis Eduardo Bravo

(コ ロンビア)、 Pam Groenwald(南アフリカ)、 西本寛 (日 本) 出席
均pril Fritz(ア メリカ)、 Leslie sobin(ア メリカ)、 Elaine」 a螢〕(アメリカ)、

TheO｀おs(オーストラリア)            電話会議に参加

Brian Osullivan(カ ナダ)            不参加

★ ICD‐ 1l Revision Processお よび Neoplasm TAGの説明 (Robeit」akOb:WHO)

★ Neoplasm TAGと しての基本方針として、

ICD‐ 0と blueb00kを ベースに検討を進めていくこととする。

★ ICD‐ 0、 WHO Blue Bookの説明 (Max Parkin)

原則的には、局在、組織型、性状 (良性/悪性)の 3要素を中心に分類していく。

★内科 TAGの Hemat010gy WGからの血液腫瘍の体系についての提案を説明 (Elaine」 affe)
・ICD‐ 10の Update(2008)を元にした形で再調整した上で、再提案
→ 」affeを 中心に形成されるWG(Fritz,Harold Stein,Vardimanを 加えて)で議論

★皮膚 TAGか らの MelanOmaに 関する提案
☆内科 TAG肝臓疾患グループからのウィルス性月干炎に続発する肝細胞癌コー ドの提案
★内科 TAG消化管グループからの胃食道接合部癌に関する提案
★眼科 TAGか らの内眼瞼腫瘍に関する提案
◆ 他 TAGか らの提案は、WGを結成して作業。適宜、電話会議を開催し合意形成。・

☆NeOplasi TAGと しての提案

● 胆管 。膵境界部の腫瘍に関する特別なヨー ドの新設

● 移植臓器における腫瘍の扱い

● 異所性甲状腺腫瘍の扱い

● 良性あるいは性状不詳の腫瘍における部位の分類と悪性腫瘍の部位の一致の再評価

● 第 XXI章 (Zコ ー ド)に関する再評価

次の段階では

Workplanを 作成して承認した上で、ICD改訂に関する提案をTAGと して行 う。

全体のコード体系が Fixされていない現状では、Neoplasm TAGと しての対応は難しい部分が多い

が、臓器別でない、横断的な TAGという特性を発揮することが望まれていると感じられた。

(文責 :西本 )



資料 2

ICD-1l RSG(改 訂運営会議)及び Icamp2(改訂作業)会議報告

1.会議概要

WI‐10本部事務局

平成 22年 9月 27日 (月 ) ～ 10月 1日 (金 )
スイス国 (ジュネーブ)WHO本 部
参加者 :アメリカ、イタリア、オーストラリア、カナダ、スウェーデン、

フィンランド、 ドイツ、日本、マレーシア、フランス、WⅡ O、
分野別 TAG議長、lVII10-FIC各委員長、Managing Editors、

Classiflcation Experts、 iCAT(入力支援ツール)チームなど

70名 以上が参加した。

目  自勺

本年 4月 に開催予定だった当会議がアイスランドの火山噴火のため 9月 に延期と

なったもので、ICD‐ 1l αドラフ トの発表に向けての最終調整及びβドラフ ト作成

に向けての作業計画の発表、確認等であった。

2.日 本国参加者

OTAG議 長

菅野健太郎内科 TAG議長、柏井聡眼科 TAG議長、渡辺賢治伝統医療 TAG議長

OⅣIanaging Editors

秋山純一消化器 WG Managing Editor、 富谷智明肝・膵 。胆 WG Managing Editor

興椙貴英循環器 WG Managing Editor

OTAGメ ンバー

及川恵美子 死因統計 TAGメ ンバー

○オブザーバー

日本病院会 :山本修三名誉会長、山口和英顧問、横堀由喜子通信教育課長、

石橋園通訳

3.内容

9月 27日 (月 )～ 30日 (水 ):i‐ CAMP2

9月 27日 (月 )全体会

9月 28日 (火)～ 29日 (水)以下の 2グループに分かれて議論。

主催者

日 程

場 所

参カロ国



<注 :このグループ分けは WEIOか ら配布された資料に基づく。>

*グループ 1:議長 :Dr.Chris Chute RSG議 長

専門分野別 TAGメ ンバァ、Managing Editors、 分野横断 TAGメ ンバー、

WIIO‐ FICメ ンバァ、iCATソ フトウェアチーム、WIIOメ ンバー

*グループ 2:

分野横断 TAGメ ンバー、WIIO― FICメ ンバー、iCATソ フトウェアチ‐ム、

オブザーバニ (日 本病院会 )、 W10メ ンバー

・会議冒頭に ICD-1l α版が配布 された。 (Dr.Bed廿 han Ustun,W霊0コ ーディネー

ター)                 '

①Volume l(内容例示)2分冊
②Volume2,3(総論、索引)と合冊版 (索引は例示のみ)

③参加者リスト (写真付き参加者 74名 を記載)

装丁 :色はオレンジ

プリント版は未完成で、検討用のドラフト版なので使用してはならない。

WI―IO― FICメ ンバー、TAGメ ンバーなどに限定とし、第二者に公開してはならな

い 。

。
i‐CATプラットフォーム作業の進捗状況 (Dr.Tania Tudorache,Stanford
U,市ersity)

リニアライゼーション、ユースケース、外因、機能の特性、スレッド・ ノー ト、

変更履歴、階層管理など、いくつかの機能が追加 された。今後は、エクセル との

インポー ト・エクスポー ト機能など、さらに機能が追加 される。

・TAGの作業の進捗状況 (Ms.Sara cOttler,WHO担当官)

現在 ICD項 目は合計で 20,487項目。そのうち14,381項 目は変更なし。新規追加

4,371項 目、破棄 331項目。定義は日標が80%だつたが現在の達成率は10%(20,487

項目のうち2006項 目)。 全体の 5%に複数の親項目がある。

・分野別 TAGからの報告

①稀な疾患(Rare Disease)TAG ②皮膚科(Dermatology)型生G

③眼科(Opthalm010gyI TAG ④内科(Internal Medicine)TAG

⑤小児科(Pediatrics)TAG ⑥筋骨格系(MusculoskeletaD]眈 G

⑦精神科(Mental Health)TAG ③神経科(Neurology)TAG

⑨外因(Ittury and External Causes)TAG



⑩泌尿生殖器 (Maternal,Neonatal and UrogenitaD TAG

①新生物(Neoplasms)TAG ⑫歯科(Dentistry)TAG

・分野横断 TAG(Horizontal TAOからの報告

①死因分類01ortality)TAG(m‐ O② 疾病分類Qlorbidity)TAG(Vlb― TAG)
③生活機能(Functionin」 TAG(fTAGl ④質と安全(Quahty and Safety)TAG

9月 30日 (木 )～ 10月 1目 (金):RSG
以下の 2グループに分かれて議論。CSGメ ンバーとそれ以外)
*グループ 1:議長 :D■ Chris Chute

専門分野別 TAGメ ンバー、分野横断 TAGメ ンバー、WHO―FICメ ンバー、iCAT

ソフ トウェアチーム、WHOメ ンバー、オブザーバー (日 本病院会)  、
*グループ 2:

Managing Ed■ ors、 分野横断 TAGメ ンバー、WI10‐ FICメ ンバー、iCATソ フ

トウェアチーム、WHOメ ンバー

●全体のまとめ

・α版の概要と今後の対応            '
第 1巻 (日本語版第 2巻 内容例示)
コー ド構成の変更、定義の作業、複数の親項目などについて作業を継続する。

第 2巻 (日 本語版第 1巻 総論)
節の追加など、各部分について、今後も多くの改善作業が必要であり、引き続き

作業を行っていく。

第 3巻 (日 本語版第 3巻 索引)
デジタル索引の需要が高い。

印刷版も需要があるのでWHOは 印刷版を必須としている。
ICD-11では、分類を細かくして、索引を対応させ、整合性のある構造関係を作成

する。

,5月 までに簡易版コンテンツ 。モデルを作成する。

・最終日にβ版に向けて、作業日程を組むための表が準備されたが、結局日程表を

作成できなかつたので、1‐CttIP2の 翌週以降、WIIOは各 TAGの Chairと 電話

会議を行い詰めていくことになった。

●会議の資料等は以下のURLですべて公開となる。
http:〃 sites.google.Com/sitё /icdllrevision/
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WHO―FICト ロント会議報告

主催      WHO及 び WHO―FIC北米協カセンター
開催期間    平成 22年 10月 16日 (土)～ 22日 (金 )
会場      カナダ、 トロントマリオットダウンタウンイー トンセンターホテル
参加者     WHO,WHO協 カセンター、厚生・統計関係部局、オブザTバー等約 200名

主な議題について

(1)各種委員会報告

●死因分類改正グループ (Mortality ROference Group(MRG))、 叩ortality TAG(mTAG)

<MRG〕>

> URCへの提案課題のうち継続審議 11項 目、新規提出項目 16項 目について検討
<mTAG〕>

> メンバー紹介、今後の活動内容の提案についての検討。
o mTAGと MRGの役割分担、具体的な活動内容の不明瞭さが課題。

<MRG、 mTAG合同会議>
> 外因 TAGか ら ICD-11に 向けての構造変更について趣旨説明がなされた。
> MRGと して、改訂に向けて総論のルール変更などが検討された。
>  MRG言義長には Donna Hoyert, Patricia Woodが 選 LL。

●疾病分類グループ (Mobidity Reference Group(MbRG))、 Morbidity TAG(MbTAG)

<MbRG>             ′

> MbRGは 2015年の ICD-11採択時まで活動を休止することが決定された。残された課題

は他の委員会や TAGで継続 して議論される予定。

> 議長の選挙も 2015年まで見合わせる。
<MbTAG>

> MbTAGの メンバーは MbRGよ り6人移行 し、その他の MbRGメ ンバーはオブザーバーと
、して参加することが決定。

> MbTAGの 目的、機能について議論。

> 改訂プロセスの現状、 iCATの機能の確認。
> 取り組むべき論点リス トが作成され、他の TAGと の関連、会議の開催等合意形成方法
について議論。

●生活機能分類グループ(Functionlng and Disability Reference Croup(FDRG))、 fTAG

》 ICFの使用に関する倫理的ガイ ドラインの改正案が提示。



o 今後メンバーに回覧して意見を求めt集約後改正手続きに載せる予定。
> URC(分類改正改訂委員会)への ICFに おける提案課題の検討。
o ICF―CY(国際生活機能分類―児童版)作成時に修正された ICFと の共通部分に関す

る小改正提案である 15提案について、URCへの提案に先立ち再度検討がなされ、今

回の URCへ提案されることとなった。

> 議長より f TAGと FDRGが分かれて議論を行う旨指示あり、以下の条件でメンバーが承諾。
O FDRGの メンバーも f TAGにオブザーバーとして参加可能。
o f TAGの 議論の内容について FDRGに説明される。
> ICFのユーザーガイドの ドラフトが提案された。
o ドラフト案の評価・見直しのためのグループを組織することとなつた。
o ユーザーガイ ドの完成後にコーディングガイ ドラインに着手する予定。
> ICF e― learning tool等 の教育用ツール作成の進捗報告。

> ICFと IS09999の 整合化 (Harmonization)の タスクグループからの進捗報告。
> 議長には Gerold Stucki,Ros Maddenが 選出。

●分類改正改訂委員会 (Updating and Revision Committee(URC))

> ICD分野
2010年は 101の提案があり、本会議では 48件が審議された。最終結果は以下の通り。

o 受理        60提 案

o 不支持        12提 案
o 持ち越し       16提 案 (そのうち 7提案は疾病のコーディングルール)
O ICD-11への提案    6提 案
o 取り下げ       7提 案

主な議論 :・ 痔核 (循環器の章から消化器の章へ)

・心房細動と心房粗動 他
>  ICF分里予

O FGRGよ り提出された 15の提案について議論。
> 議長には Mea Renahan(ICD),Francesco Gongolo(ICF)が 選出。

●教育普及委員会 (Education and lmplementation Conlllittee(EIC))

> ICD-10、 ICFの各ウェブ・ トレーニング・ツールの進捗状況の紹介。

> ICF普及データベースについて

o 協カセンタ上に質問票を配布し、結果を来年 1月 に発する予定。
> 国際疾病コーダー試験について
o パイロット試験が韓国で実施され、今後同試験を日本 (日本病院会)とオランダで
実施し、その結果を次の年央会議で報告する予定。

> ICDの活用に関する「ベス ト・プラクテイス」について、10件の事例の発表。
》 EICが作成した教育用ツールはシェアポイントに掲載される旨説明。



> 議長には、Cassia Bucha H a,Sue Walkerが選出。

●電子媒体・ターミノロジーグループ (Informatlcs and Terminology Conlmittee(ITC))

> ICDの多言語サポー トについての議論。
> ICHIにおける ClaML(多 言語変換)の開発報告。
> CTK(分類ツールキット)の開発報告。

> IHTSDOと のジョイントセッション

O SNOMED― CTと ICD-10と のマッピングについて。

O WHO,FICの トピックについて。

o 今後もさらなる合同の議論が必要、との合意。
> ワークプラン、取り決め事項についての検討。
> 議長には Sukil Kim,Stefanie Weberが 選出。

●国際分類ファミリー拡張委員会 (Family Development Committee(FDC))

> ICHI(医 療行為の分類)の開発報告。

o 現在提案されているコンテントモデル、Targeti Action,Meansを 三つの軸とする
構造について説明。

O ICD-9CM Vo1 3を 基礎として作成されたサンプル ICHIの報告。

o 他の主要な行為分類とのマッピング作業の報告。
> sHA(A system of health account)マ ニュアルの改訂作業、改訂後の SHAマニュアルの

ICHIへの活用可能性について紹介。

》 ICPS(患 者安全分類)の概要・進捗状況について報告。

> ICTM(伝統医学分類)の概要・進捗状況について報告。
> Chairに は、Richerd Madden,Huib ten Napelが 選出:

(2)全体会議

●諮問委員会 (Council)

> 当ラボレーションセンターと地域ネットワークのレビュー。
> RSGのシュー ト議長より ICD改訂の状況と iCampの報告。
> WHOと IHTSDOが 2010年 7月 に正式に調和に向け合意したと報告。

o これによりWHOの メンバー国は WHOの活動に関連した研究目的に限り、ICDと リン
クした SNOMED― CTにアクセスできることとなる。    '

> 今年度総会会期中の各委員会・レファレンスループの共同議長の選挙についての説明が
あつた。(各国 1票にて投票。候補者が 2名 以上の場合は無記名にて施行。)

> 各委員会・レファレンス・グループよリワークプランのレビュー。
> 「Preserving and Expanding the WHO― FIC Network」 と題し、WHO―FICネ ットワークの
経緯、問題点についてのプレゼンテーションがなされた。



> 次回の WHO―FIC諮問委員会中間年次会議は 2011年 4月 を予定。
WHO―FIC総会は南アフリカにて 2011年 10月 ～11月 を予定。

●WHO―FIC&IHTSDOジ ョイントセッション

> IHTSDOと WHOが ICDと SNOMED― CTの調和に向けて協力していくことで合意したことを受

けて、ジョイントセッションが開催された。

> ICD・ SNOMD―CTの概要、協力の必要性、ワ上クプラン、作業を行う組織・メンバニの紹

介。

> 実際に SNOMED― CTを活用している組織として、米国の非営利医療保険グループである
Keiser Permanenteや英国 NHSの システムの例の紹介。

●全体会議「デァタが影響を及ぼす」～カナダ・世界の観点から～

> 主催国カナダよりCIHIの組織活動についての紹介。
> 10月 20日 「世界統計の日(World Statistics Day)」 の WHOおける記念式典の報告:
> WHO各地域事務局よリデータの収集及び活用の現状、課題などについて報告。

●全体会議～ICD改訂について～

> 改訂の進捗状況の確認
本年 9月 15日 現在 20487コ ンセプトのうち 14381が変更なし。

Textual Definitionは 10%が入力完了

目標としていた進捗状況には至っていない。

2011年 3月 までに構造及び Textual Definitionの完成、最低限のコンテントモデル

の入力終了を目指している。

O TAG間に大きな進捗の差がある。
0 2011年 5月 にβ版の公開を予定しているが、β版は完成版でない可能性もある。

●ポスターセッション

【ポスターセッション1:ICF】

日本から ICF専門委員会藤田伸輔委員が発表"Disease evaluation with ICF and ICPC-2 for

disease control''

【ポスターセッション2:Mortality】

日本から ICD専 門委員会松本万夫委員が発表"Research on Appropriate Recording of

ICD-3ased Death Certificates forlmprovlng the Accuracy of Mortality Statistics in

」apan'



資料 3-2

WHO―FIC年次総会 URC投票結果について

2010年 10月 17日 ,13日及び20日 カナダ・トロントにおいて改正改訂委員会 (update re宙 sioh

commたtee)が開催された。委員会決定の原則は全会一致であるが、不一致が生じた場合は

WHO担当官及び研究協カセンター各国一票ずつの投票が行われる。反対意見を述べない
限りは賛成と見なされる。

1)投票の結果について

提案 101件 (うち 42件が年次総会前に合意 )

受理  60件                          '
<主な受理された提案>
・184Haemorrhoidsを K64に移動し、 Haemorrhoids and perianal venous

thrombosisとする。K64内の分類に内痔核の大きさと症状による分類を加えて再

築する。

・И8心房細動および粗動を心房細動と粗動に分け、それぞれ細分化する。

・uコードを緊急コードとして使用する旨追記する。

先送り 16件 (うち 7提案が疾病統計のコーディングルールの明確化)
ICDll改訂 TAGへの意見送付 6件
否決 12件

取り下げ 7件

2)日 本の意見について
・受理 2件 (心房細動および粗動、ルポイド肝炎を K75.4自 己免疫性肝炎の内容例示に

移動)

・ICDl l改訂丁AGへ意見送付1件 (房室ブロック及び左脚ブロック、その他の伝導障害の

再構築)

・取り下げ(修正の上再提出予定)1件 (脳動静脈奇形の出血を160.8から161.8へ移動す
る)

3)提案する際の課題について
・ICD改善の提案の記述様式 → 具体性

・ICDの構造やルールに沿つた提案 → 保守性

・慣習や言語の問題ではない → 普遍性



略語の解説

索引 英語名 日本語名 角翠言党

COUNCIL Advisory Council 諮問会議 WHO― FICネットワークの中枢運営組織

EC Education Committee 教育委員会 ⅣHO― FICネットワークの教育を担当する委員会

EttC Electronic Tools Committee 電子媒体委員会 WHO― FICネットワークの電子化を担当する委員会

FDC Family Development Committee 国際分類ファミリ=拡張委員会 WHO― FICネットワークの新規加入分類を検討する委員会

FDRG Functioning and Disability
Reference Group

生活機能分類グループ WHO― FICネットワークの中心分類で、健康状態を分類する

IC Imolementation Committee 普及委員会 WHO― FICネ ットワークの ICDとICFの普及を担 当する委員会

ICD-10
International Classification of Disease and
Related Health Problems, 1Oth revision 国際疾病分類 WHO― FICの 中心分類で疾病、傷害を分類する

ICD-10-NA
Application of the International Classification of
Disease to Neurology 国際疾病分類一神経疾患への適用 WHO―日Cの派生分類で神経疾患を細分している

ICD―DA
Application of the International Classification of
Disease to Dentistrv and Stomatolosv 国際疾病分類歯科学及び口腔科学への適用第3版 WHO―FICの派生分類で歯科、日腔疾患を細分している

ICD-0■ 3
International Classification of Disease for
Oncology, Third Edition 国際疾病分類腫瘍学第3版 WHO―FICの派生分類で新生物の分類を細分している

ICECI
lnternational Classification of External Causes of
lniurv 外因に対する国際分類 WHO― FICの関連分類

ICF
International Classification of Functioning,
Disability and Health 国際生活機能分類 WHO―FICの 中心 分 類

ICF― CY
International Classification of Functionin g,

Disability and Health, Children and Youth version 国際機能分類
―児童版 WHO― FICの派生分類

ICHl
lnternational Classification of Health
lnterventions 医療行為の分類 WHO― FICの 中心 分 類

ICNP International Classification of Nurse Practice 看護の国際分類 WHO― FICの関連 分 類

ICPC International Classification of Primary Care プライマリケアに対する国際分類 WHO―FICの 関連分類

ICttM
International Classification of Traditional
Medicine 伝統医学 WHO― FICの関連分類 (予定 )

IS09999
ISO 9999 Technical aids for persons with
distributions 障害者のためのテクニカルエイドの分類 WHO― FICの関連 分 類



MbRG Morbidity Reference Group 疾病分類グループ ⅣHO― FICネットワークのグループ

MRG Mortality Reference Group 死因分類改正グループ ⅣHO― FICネットワークのグループ

PC Planning Committee 企画実行委員会 ⅣHO― FICネットワークの委員会→Counc‖へ名称変更

RSG Revision Steering Group 改訂運営会議 URCの 下にある組織でICDの改訂を担当する

SEG Small Executive Grouo 執行小委員会 CO∪ NCILの 中枢 組織

SNOMED― C丁
Systematized Nomenclature of Medicine-Clinical
I erms 国際医療用語集 医療分野において最も大きな用語集

TAG Topic Advisory Group 分野別専門部会 RSGの下にある組織で分野別の検討を行う

丁RG Terminology Reference Group 夕=ミノロジー(用語)グループ WHO― FICネツトワークのグループ

URC Updating and Revision Committee 分類改正改訂委員会 WHO― FICネ ットワー クの 委 員 会

WONCA World Organization of Family Doctors 世界家庭医機構

WG Working Group ワーキンググループ 丁AGの下にある組織

WHO― FIC
World Health Organization Family
of International Classifi cations 世界保健機関国際分類ファミリー 世界保健機関の所管する分類群

WHO―FIT yVHO Terminology Network ⅣHOターミノロジーネットワーク ターミノロジーのネットワーク(今後、立ち上げ)

TAG Internal Medicine
TAG Ophthalmolosy
TAG Mental Health
TAG Rare Diseases
TAG External Causes and Iniuries
TAG Neoplasms
TAG Dermatology
TAG Muscloskeletal
TAG Neurology
TAG Dentistry
TAG Maternal and Urogenital
TAG Traditional Medicine
TAG Peadiatrics
TAG Ear,Nose & Throat

内科TAG
日艮希斗丁AC
精ネ申TAG
稀な疾患TAG
外因丁AG
:重瘍丁AG
皮膚科TAG
筋骨格系TAG
神 経丁AG
歯 科 TAG
泌尿・周産期TAG
伝統医療TAG
ノト児科丁AG
耳鼻口因喉TAG

RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織
RSGの下にある組織




